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ＩＧＲいわて銀河鉄道では、岩手県・沿線市町村や他県とともに、貨物列車走行

に係る線路使用料の適正化を国等に求めてきた結果、平成 23 年度から制度が変更

され、大幅な増額が実現いたしました。この変更により、今年度末にはこれまでの

累積赤字を解消できる見込みです。 

今後数年間の安定的な運営に目処が立ったことから、平成 25 年 4 月 1 日、通勤

定期を中心に運賃を一部見直します。今後ともより一層のご愛顧のほど、よろしく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な運賃につきましては、「運賃改定一覧表」をご覧ください。 

通勤定期運賃 

通勤定期は値下げにより多くのお客さまにご利用いただける可能性が高いこと、他の

券種と比べて高額であることから、45km 以内の近・中距離区間を値下げします。 
21.5％～4.7％の値下げで、対象区間の普通運賃に対する割引率は 1 ヶ月定期で 46％

（月 16 日分の運賃）となります。 
なお、46km 以遠の区間は、平成 22 年 12 月に値下げ済みですので、これまで通り

１ヶ月 39,800 円です。 

普通運賃 

収入に占める割合が大きく収支に及ぼす影響が極めて大きいことから、全体的な変更

は行うことは困難な状況です。しかしながら、10km 刻みで設定している 51km～80km
の区間について、5km 刻みに見直すことで一部区間を値下げします。 

通学定期運賃 

 通学定期運賃は平成 22 年度まで、岩手県・沿線市町村等からの補助金により、本来

の運賃よりも低く抑えていました。 
この補助金は平成 23 年度に無くなったものの、通学で利用されているお客さまを

最優先と考え、その分を値上げすることなく据え置いてきました。購入金額に変更は

ありませんが、このことにより当社が毎年約 6 千万円を負担しているのが実情です。 
そのため、更なる値下げは困難ですが、上限を１ヶ月 19,900 円に設定することで、

ご負担が比較的大きい遠距離区間を値下げします。 


